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【目的】リボ蛋白（a）［以下、Lp（a）］の構造、血中濃度
は遺伝的に規定され、多彩な機能を有するとされる
が、十分に明らかではない。一方、アポリポ蛋白Eの
構造も遺伝的に規定され、E4はAlzheimer型痴呆
（AD）の危険因子とされている。そこで痴呆性疾患発
症におけるLp（a）の関与およびこれらとアポリポ蛋白
Eとの関係を明らかにする目的で、Lp（a）の血中濃度
をアポリポ蛋白Eフェノタイプとともに検討した。
方法：対象はNrNCDS－ADRDAの診断基準でprob－
able　ADと診断された146例（AD群）、　NINDS－
AIRENの診断基準でVaDと診断された45例（VaD
群）で、対象には非痴呆の100例（C群）を用いた。ま
た、血管性危険因子の有無に加え、頭部CT所見より、
梗塞巣、高度の脳室周囲低吸収域（DPVL）の有無を
検討した。
【成績】AD群、　VaD群、　C群におけるアポリポ蛋白
E4陽性率は各々63．7％、6．7％、14．0％で、　AD群のアポ
リポ蛋白E4陽性率が有意に高かった。一方、高しp（a）
血症の頻度は各々10．3％、44．4％、18．0％にみられ、VaD
群ではAD群、　C群より有意に高く、AD群で低かっ
た。ロジスティック多変量解析を用いて各痴呆群に及
ぼす種々のパラメータの程度を解析すると、AD群で
はアポリポ蛋白E4が有意に正の相関（RR＝17．2）
を、また、高コレステロール血症、高しp（a）血症が有
意に負の相関（各々RR＝0．4、0．3）を示した。AD群に
おけるアポリポ蛋白Eフェノタイプ、高しp（a）血症
とDPVLとの関係をみると、いずれのフェノタイプ
も高しp（a）血症で高頻度にDPVLがみられた。
結論：我が国の痴呆性疾患の発症にアポリポ蛋白
E4、　Lp（a）が各々関わり、アポリポ蛋白E4がADの
発症に、Lp（a）がVaDの発症に促進的に働いている
ことが示された。一方、AD発症におけるLp（a）は
ADの変性過程では抑制的に働き、DPVL形成過程で
は促進的に働いているdual　reverse　actionの可能性が
示唆された。
【目的】小児中枢神経系の全身合併奇形の多いことを
考慮すると、脳、体表等全身を出生前及び出生後に把
握し得る事は有用と考えられる。今回、小児中枢神経
系異常児の周産期医療における画像診断の向上、胎生
期診断能の向上を目的とし、三次元表示することを試
みた。【方法】高解像の元画像が得られる新生児のMRI
三次元モデルを作成し、胎児にて同様の三次元モデル
を得る事を目標とした。異常胎児4例、異常新生児例
8例を対象とした。Siemens　I．5T　MRIを使用し、　Tl強
調画像に2D及び3D－turbo　FLASH、　T2強調画像に
HASTE、3D－true　FISPを用い撮像した。この画像デー
タを元にvolume　rendering　softにて三次元表示を行っ
た。元となる二次元画像の評価と共に、三次元化の問
題点を検討した。【結果】胎児MRJにおいて2－D
FLASH、HASTEによる良好な二次元画像を得られ
た。胎児三次元表示は体表、月賦帯、脳の半透明表示等
は可能であったが、スライス数が制限され胎児全体を
網羅できず、スライスの厚さ、スライス問のずれが問
題となり解像度に欠けた。新生児では良好な、三次元
画像を得られ、intensity　levelの違いから、皮膚、脳室
系、脳、合成表示等、得たい情報を1回の撮影で得る
ことができた。将来高分解能のthin　slice画像を短時間
で得られれば、更に精度の高い三次元画像が作成され
るものと思われた。【結論】三次元画像はその立体的表
示による直感性、応用性、1回の撮影にて様々の情報を
得ることができ、その有用性は計り知れないと思われ
る。実用化には撮像技術の更なる進歩に負う部分も多
いが、三次元モデルによる胎生期診断、周産期医療へ
の可能性が示唆された。
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